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サウジアラビア王国における鉱物資源探査事業

1ばしがき

すでによく知られているようにサウジアラビアは世

界最大の石油埋蔵量を有する石油大国であり一昨年末

の石油危機によってその動向カミ大きくクロｰズ･アッ

プされたことはまだ私達の記憶に生々しい.

サウジアラビアはアラビア半島の大部分を占め国

土面積は日本の約5倍に達する大国でありながら沙漢

と苛烈な気候に妨げられ今世紀始めまでは世界の文明

圏からは忘れられた存在でしかなかったニ

サウジアラビア(サウド家のアラビア)という国名は

現ファイサル国王の父アブダラシｰズ･イブン･サウ

ド王カミ1928年アラビア半島の大部分を統一して新しい

国家をうち建てた時に始まる.そしてアメリカ系メジ

ャｰによる石油探査が始まったのはその5年後の1933

年である.もし石油の発見カミもう20年早ければ第一

次大戦後の列強による領土再分割の時当然アラビア半

島は争奪の対象となったろうし今回のサウジアラビア

が存在したかどうかきわめて疑わしい.

この石油による収入は乾燥しきった沙漢の国に大き

な変化をもたらした.とりわけ現ファイザノレ王カミ就任

した1964年以来の発展とくに都市の近代化･道路の建

設を中心とする国土の開発は目覚しいものカミある.O

PECに結集した産油国の発言力の増大に伴いこの国

の石油による国庫収入カミ400億ドノレに達するのは時間の

問題と見られており将来この国カミ国際政治･経済で大

藤井紀之

きた役割を演ずるようになることは確言してよい.

しかし目を一歩転じて石油以外の資源はということに

なるとこれはまた信じ難いような乏しさである..国

土の大部分カミ沙漢と岩肌の露出した山岳からなるこの

国には森林資源は皆無に等しいし一方石油以外の鉱物

資源はといえばサウジアラビア建国以来稼行された

実績のあるのは西海岸の主目ジェッダの北東約300km

にあるMahdadhDhahab(黄金の揺り籠)鉱山唯一

つというのが現状である.この鉱山も1957年には閉鎖

され以後再開の運びに至っていない.もちろんサ

ウジ政府として鉱物資源探査を怠っているわけではない.

1960年に石油鉱物資源省(大臣ZムKIY畑ANI氏)が設

立されて以来アメリカ･フランス･日本などの外国調

査団も加わり組織的･精力的な調査が続けられている.

わカミ地質調査所も1963年に第1次調査団(奥海靖団長)

を送って以来途中断続はあるが大体4～7人のメンバ

ｰカミ同国に滞在して地質･鉱床の調査に協力してきてお

り魂在第7次調査団(平山次郎団長)カミ活躍中である.

筆者も第5次および第6次調査団の一員として1971

年6月から1974年6月まで3年間にわたって同国の鉱

床調査に従事してきた.ここでは同国における鉱物

探査事業の現況と将来の方向などについて筆者の見聞

と最近提示された鉱物資源探査新5ヵ年計画草案(1975

～80)にもとづいて御紹介したいと思う.なお筆者等

の行なった鉱床調査の結果については別に稿を改めて

写真①標高2,000血以上のヘジャｰズ高原を縦走するヘジャｰズ道路.前方に見

えるのはオスマントルコ占領当時の石造りの民家で中央にのろし台を兼

ねた望楼がある.これらの聚落は現在も人力准む部落となっている,

写真②沙漠に祈るアラビア人.彼等は1目5回聖地

メッカの方角へ向って礼拝を行旅う�
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日第四系

･蕊き口玄端(第三紀一綱紀)

イエス蔑

ざ'

ム非金栖鉱床

図第三系

目中坐界

日古生界

回劃先カンブリア系

第1図サウジアラビア主国の地質･鉱床分湘図

｡主要金属鉱床

1Sawawin(鉄)

2則Waji(金銀)

3JABALDhay1an(鉛･亜鉛)

4Nuq醐h(鋼･亜鉛･銀)

1鎧笛銑縄鈍)

7MahdadhDhahab(金･銀･鋼)

8Sa蛆aI1(銅･鉛･亜鉛)

9Fati正口a(垂失)

ユOBid出(鋼･亜鉛)

11Jad皿出(鋼･亜鉛)

12Yiba(銅･硫化鉄)

13Jal〕a1Saa1〕㎜(鋼･亜鉛)

14Sam正出(銀･亜鉛･鉛)

15AユA㎜砒(金･銅･亜鉛)

16U血mashSha1ahib(亜鉛･銅)

17Wassat(硫化鉄)

18Qatan(硫化鉄･ニッケル)

^主要非金属鉱床

1Turaif(燐鉱)

2Z町ghat(マグネサイト)

3Jaba1Rukham(マグ界サイト)

4Jaba1Faras㎝(大理石)

5Jeddaharea(石灰石)

6Madrakah(大理石)

7JabaユLab㎜(大理石)

8Bidah(大理石)

9Ab1出(螢石)

10Jizanarea(岩塩)

11F町asanA1Kabi正(岩塩)

ユ2AsSarat(ラテライト)

13Riyadharea(石灰石)

14Da阯Hit(石灰石)

15Kharj(石膏)

ユ6Kムashi㎜Radi(カオリン)

17Kh紬mU㎜Huwayd(硝)

18Hofu{(;石膏)

･金属鉱床

報告する予定である.

2地質および鉱物資源の概要

サウジアラビアの地質および鉱物資源については第

1次および第2次団員であった小村幸二郎技官によって

すでに本誌で詳しく紹介されたことがある(小村1968

ab)ので詳細を知りたい方はそちらを読んで頂く

こととしここではその概要を述べるにとどめたい.

2.1アラビア半島の形成

アラビア半島の地質は半島の西部約1/3を占めるプ

レカンブリア紀の楯状地と東側一帯から北側および南

側にわたって広く分布する古生代から第四紀にかけて

堆積した堆積岩類とに大別される(第1図).この楯状

地はA工abo-Nubia楯状地と呼ばれ中生代以前には

アフリカ東海岸に広く分布する楯状地と一体をなしてい

たことカミ現在では明らかにされている.アラビア半

写真③鉱物資源局(ジェッダ)正面玄関(加藤技官撮影)

写真④周本調査団オフィス(最上階右側の一角)のあるアパｰト.

第3次調査団(1968年)以後ここを本拠に日本チｰムの活動

が続いている.他のミッションに比べれば粗末としかいい

ようが狂いが私達にとっては懐しい仕事場である(加藤技官

撮影)�
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策1表ア

ラピァ半島の堆積砦の層序

時代i

新

世

中

生

古

生

第四紀1

鮮

中

新

世

始

新

世

暁新世

亜

紀

シ

ラ

紀

畳

紀

二畳紀

デボン紀

オルドビ

ス紀

カンブリ

ア紀

地層名i

表層堆積物

���

Ho{1ユ{

��

���

Da瓜maニロ

R1ユs

Um血er

剡�畭愀

�畭愀

坡�愀

���

�睡楢

奡��

卵�楹

珊th

�慢

���愀

��晡

呵睡�

Mou口tail=i

��愀

�牲慴

���

Ji伍

卵�楲

Khu丘

坡��

Jau壬

���

卡�

先カンブリブ紀楯状地

層厚

岩相(m)

礫･砂･シルト

石灰岩･湖成石灰岩･有膏･礫28

砂質泥灰岩･砂質石灰岩95

泥灰岩･頁岩91

石灰質細粒砂岩砂質石灰岩84

石灰岩･ドロマイト･泥灰岩･33

頁岩

泥灰岩･チョｰク質石灰岩･石膏56

肩灰岩･ドロマイト243

非整合(?)

石灰岩･一部砂岩に移化

砂岩･頁岩

石英質砂堵

石灰砂岩･砂質石灰岩

石灰砂岩

チョｰク質非顕晶質石灰岩

硬石膏

石灰砂岩･砂質および非顕扇質

石灰岩･ドロマイト･硬石膏

非顕晶質石灰岩およびドロマイト

非顕晶質石灰岩･砂質石灰岩･

石灰砂岩

非顕晶質石灰岩

非顕晶質石灰岩･頁岩

頁岩･非顕島質石灰岩

��

�

星25

�

�

ユ70

�

��

��

�㌀

㈰㌀

㌷�

�㌀

砂岩･頁岩315

砂岩･非顕晶質石灰岩･頁岩±326

赤色～緑色頁砦116

石灰分･頁岩171

�　

砂岩'礫岩(計算値)

石灰岩･頁岩･砂岩2gg

砂岩･頁岩1,072

砂岩十600

(PowEEsほか1966による)

島の楯状地は少なくも10億年早上前にその礎石が据

えられたものと考えられており以後4億年以上にわた

って塩基性～酸性の火山活動に伴う火山砕屑物を主とす

る地層の堆積･造山運動とそれに伴う酸性深成岩(一部

は塩基性～超塩基性岩)の貫入が4回以上にわたって

繰返し行なわれたとされている(BRowNandJAcKsoN,

1961,Sc亙皿IDTほか,1971).この過程で一部の堆積

岩類は軽度の変成を受け古生代初には楯状地は完全に

固化しその表面は風化によって準平原化された.

1PowERsほか,(1966)の総括に去れば今日アラビア

半島の約2/3を占めている堆積岩類の堆積が始まったの

は古生代初のカンブリア紀であってこの時後に発達

してテチス海となる海盆の形成に伴う海進カミ起こり同

時に楯状地は僅かに傾動して北東～東へ緩やかに傾斜

する遠浅の大陸棚を形成した.カンブリア紀から第三

紀までの地層はこの大陸棚およびその外側に続く緩や

かな起伏のある海底に薄くかつほぼ水平に近い傾斜を

もって堆積したもので海進･海退がしばしば繰返され

淡水成層と海成層の交代堆積カミ何回かにわたって行なわ

れた.ただ二畳紀以降はこの海域はほぼ連続的に

徐々に沈降していったもののようで一部の不整合部を

除げば二畳系から新第三系まで厚さ約4,150mに達

する地層のほぼ連続的な堆積が広範囲にわたって行匁

われた.その層序･岩相を第1表に示す.これらの

地層の大部分は浅海性のもので石灰岩･ドロマイト｡

石膏それに砂岩･頁岩などからなっている.現在ア

ラビア湾沿岸諸国で採掘している石油は大部分ジュラ

～白亜紀の石灰岩･ドロマイトを母層とするものである.

今目見るようなアラビア半島を形成した大規模狂地殻

変動は白亜紀の後半に始まった.この変動は第三紀

に至って最高潮に達するいわゆる“アノレプス造山"の一

環をなすものでこの時トノレコからイランを経てアラ

ビア半島の東端オマｰンを結ぶ線に沿って激しい榴曲

を伴う山脈が形成された.紅海の断裂が形成されたの

も新第三紀とされているがその兆候はすでに白亜紀後

期に現われていたらしい(Pow囲sほか,1966).今日

の知識によれば紅海からアカバ湾を経て死海に至る線

に沿ってインド洋中央海嶺の一つであるカノレルスバ

ｰド海嶺の延長が走っておりここに生じたマントル対

流に乗ってアラビア半島は全体として反時計方向に

回転しつ東北東へ移動しアフリカ大陸との間に現在の

紅海が形成された｡前述のトルコｰオマｰンを結ぶ

線に生じた榴曲山脈もこのアラビア半島の運動に伴っ

て楯状地を基盤とする剛塊の前面に形成されたものと

考えられる.一方紅海沿岸に沿っては落差3,000m.､

に及ぶという大断層崖カミ形成され第三紀以後の地層が

各地に局部的に堆積した.また第三紀以後楯状地で

は玄武岩の噴出が各所で起こっている.その一部に1ヰ

珊瑚礁石灰岩を覆うものもありかなり新しいものも含

まれている.玄武岩は流動性に當みほぼ平坦な台地

を形成する.アラビア半島はインドのデカン高原に

次ぐ台地状玄武岩の好フィｰルドでもある(写真5).

第四紀になってアラビア半島は陸化したカミ上述した

ようなアラビア半島の形成史は至る所にその一端をの

ぞかせている.たとえば紅海沿岸には海岸近くにヘ

ジャｰズ･アシｰル山脈と呼ばれる標高1,000～3,OOOm�
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の除しい山脈が迫っている.この山脈の西側は比高

1,000㎜前後の急崖が連なりかつての紅海の断裂を生

じた時の大断層運動の名残りをとどめている(写真6).

しかしこの山脈の東側の境界は漢とした沙漠の中に溶

けこんでしまいそのままほとんど水平に近い緩やかな

傾斜をもって半島東側のアラ三ア湾へと落ちて行く.

この広い沙漠も大部分は楯状地の準平原やその上に

ほとんど水平に堆積した堆積岩層を基盤として表面を

薄く砂が覆った程度のものに過ぎない.もちろん砂丘

のうねる本来(?)の沙漢もある.ネフュｰドルブ

･アノレ･･ハリダフネ等が代表的拒沙漢であり赤色を

帯びた砂丘がえんえんと続くその一端を見ただけでも

そのなかの旅の厳しさカミ想像できる.

なおナラビア半島が現在のように乾燥化したのは

それ程昔のことではないらしい.恐らく3～4,000年

以前には今よりも余程植生に富み暮し易かったよう

に思われる.筆者等が調査した銅の旧坑付近で見出し

た多量の鉱津の中には多くの炭化した木片が含まれて

いた.木炭で製錬を行なったとすればそれに要する

原木の量は相当なものであり当時の植生は現在よりも

余程密であってと推定できる.ノレブ･アノレ･ノ･リ大沙

漢の中に埋もれているといわれる過去の大都市Uba工が

栄えたのも恐らく･現在よりはより快適な生活条件を背

景としたものであったろう.

Z2金慮鉱物資源

サウジアラビアに産出する鉱物資源の種類は多いが

この広い国土で現在稼行されている金属鉱山が一つも

ないということは一驚に使いじょう.第1図に主要

な金属鉱床の位置を示したカミ背烈な白熱条件から見で

現在開発の可鯉性があるといえるρはJaba1Sayid唯一

つであり他は何れも今後の探鉱の成果如何にかかって

いる.以下鉱種別に主要な鉱床について略述する.

(1)金銀鉱床

前述のMahdadhDhahabをはじめ多くの鉱床があ

り8～9世紀頃のカリフの記録によれば154個所の

金銀の旧坑カミ存在したとのことである.なかでもA1

Waji地域のA1Gharayat鉱山はソロモン王の時代に活

発に稼行されたという.

MahdadhDhahab鉱山は1937年に再開され欧米

系のSaudiArabianMiningSyndicateの手で採掘さ

写真⑥ヘジャｰズ地方南部のアキｰクの村落.笛方左側に続く平坦

松丘は玄武岩台地の一端である

写真⑯タイフの町は標高1,500㎜の高所にありメッカにも近く

サウジアラビアの軽井沢ともいうべき高原都市である凸ジェ

ッダからタイフヘ行く道は紅海の断裂を生じた時に作られた

比高1,000m前後の急崖をはうように上って行く

写真⑫ア引ざアの軽井沢タイフ･の落着いた街並み右手の森の中.

1こファイプル国王の別邸が見える.最も暑い真夏の同如月

かはすべての政府首脳が首府リヤｰドからタイフヘ移転ヂ

る�
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錨2表プラピア楯状地歯蔀のプレカンフリア系

地層名�岩相�貫入深成岩�絶対年代(100万年)

Murda㎜agroup�石灰揚(大理石化)砂岩シルト岩礫1岩火山砕屑岩�花筒岩～花闇閃緑岩�570

Haユaban･Jeddahg1=oup�流紋岩～安山岩質火山砕屑岩砂岩頁岩礫岩�閃緑岩屑英閃緑岩～花筒岩斑欄岩�665{1000

B出ah･BaishgrOup�塩基性火山砕暦岩��

Ha工ig■oup�結晶片岩角閃岩�トｰナライトおよび同質片麻岩�

Khan1isMushayt片麻岩�粗粒五片麻岩混成者��

ScHMIDTほか(1971)による

れた.最大採掘深度は地表下180mといわれ最盛期

には1万人の従業員を有したとのことである.1954年

に閉山したがこの間の出鉱量は金21.7トン銀28.4ト

写真⑧Jaba1SayidのBRGMキャンプこのようなトレｰラｰ

ハウスが7台あり立派放基地の1つとなっている

ンに達したという.鉱床は流紋岩の中の石英脈といわ

れるカミ詳細は不明である.最近USGSによって試錐

を含む探鉱が再開されており成果が期待される.ま

た最近注目されている鉱床の1つにAlAmarがあげら

れる.上部プレカンブリア紀のHa1aban層灘(後述)

に属する酸性火山砕屑岩および堆積岩類を母岩とする石

英脈鉱床で金の他に黄鉄鉱･閃亜鉛鉱･黄銅鉱を含ん

でいる.可能な鉱量は560万トンといわれAu:9,29/

トンCu:O.75%Zn:5%という品位が報告されてい

る.最近BRGMによって組織的柱調査が再開され

ており今後の成果が注目される.

この他Samrah鉱床を含む一帯も銀の富鉱を含む

脈状の鉱床地帯として知られており一部には花開岩類

やアプライトの貫入に関連すると思われる接触交代鉱床

の存在も報告されている.Samrah鉱床については

Ag:4669/トンZn:5男Cu11%を含む30万トンの

鉱量が予想されている.

これらの鉱床は硫化鉱物を含むものが多くその賦存

層準から見ても後述する非鉄金属鉱床と密接な関連が

あるもののようで成因的にもなお検討が必要である.

(2)非鉄金属鉱床

第1に注目されるのは大部分の非鉄金属鉱床がプ

レカンブリア紀層のなかのHa1aban･Jeddah層群と呼

ばれる流紋岩質の火山枠屑岩に富む地層に限られて賦存

しているという事実である.

前述したようにアラビア半島の楯状地には軽度の

変成を受けた火山性砕屑物に富む地層カミ分布しており

それらは岩相および酸性貫入岩との関係にもとづいて幾

つかに分帯されている(第2表).この分帯にはまだ問

題カミ残っており相互の正確な対比は十分なされている

写真⑨JabalSayidのgossa日露頭上にて

(BRGM)友平山技官

左MrRAQUIN

写真⑩JabalSayidにて鉱床を胚胎するHalaban層群の⊥位

に分布する非変成Muraam乱層灘の礫塔の露頭�
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とはいえないカミHa1aban･Jedd･h層灘が鉱床の主要

層準であることは広く承認されている.鉱床の成因に

ついてもまだ議論の段階にあるカミ最近では黒鉱あるい

はキｰスラｰガｰ式の層準規制型であるとする見方が強

くなってきている.

その中で規模･品位の点で第1に指折られるのが

Jaba1Sayid鉱山で1965年BRGMによって発見され

た完全な潜頭鉱床である.

付近の地質は下部のHa1aban層鮮と上部の非変成の

Murdam層群とに大別され鉱床はHa1ban層群中に

賦存している.付近のHaIaban層群は主として流紋

岩質の火山礫凝灰岩･凝灰岩などからなり一部にジャ

スピライトが不規則層状に分布している.地表では

このジャスピライトに伴ってかなり珪質の褐鉄鉱gOSSan

カミレンズ状をなして露出しており(写真9)その両側

にはセリサイト質の熱水変質帯カミ広がっている.鉱床

は主として物理探査の結果にもとづいて試錐を行なっ

た結果発見されたもので當鉱部は塊状･綴密な硫化鉱

物の集合体からなり幅広い鉱染帯を伴っている.走

向延長は200m以上最大幅50m地表から80～700m

の深部へかけて鉱体の延長が確認されており埋蔵量は

2,000万トンに近いとのことである.品位はCu:2.2

%zn:1.4%Au:19/トンAg:409/トンと報告さ

れているカミかなりバラつきが激しいという.一般に

鉱体はジャスピライトの上盤側に接して賦存することが

多くこれが層準規制型と考える大きな根拠の一つにな

っている.

同じくBRGMによって探鉱されたなかでも重要なの

カミNuqrah,AsSafraそれにUmmashShalahibの

各鉱床である.

Nuq･ahはやはりH･1･b･n層灘と考えられる流紋岩

質火山砕屑岩を主とする地層中にドロマイト層を下盤

としあるいはこれと互層して賦存する層状鉱床で南

と北の鉱床に大別される.とくに南鉱体カミ品位が高く

Au:λ69/トンAg:2449/トン｡u:1.1%zn:8.4

%Pb:3.2%鉱量は約100万トンと予想されていた.

昨年10月から日本鉱業㈱がこの地区の試掘権を獲得し

現在組織的な探鉱を開始したばかりで今後の結果が注

目される鉱床である.

AsSaf･a鉱床もまたHa1aban層群の流紋岩質凝灰

岩中に賦存する.試錐の結果によると主要鉱床は塊

状･綴密な層状含銅硫化鉄鉱床で鉱染鉱硫化鉱薄層

を伴い平均品位は北鉱体2.13%(Cu)南鉱体!.29%

(Cu)と報告されている.可能埋蔵量はそれぞれ275万

トンおよび450万トンであるが鉱床の連続性にやや問

題がある.産状から見て日本チｰムによって発見さ

れたJadmah鉱床(後述)ときわめて類似した鉱床と

考えられる.UmmashSha1ahib鉱床については

まだ総括的な報告がないので省略する.

以上は大体楯状地の北半部に分布する鉱床であるが

南部にも同様な鉱床の存在カミ最近報告された.

BidahほUSGSによって現在も試錐が続けられてお

り数ヵ所の鉱床の存在が知られている.その!つで

最高8%(Cu)を越す高品位の層状鉱床が試錐によって

捕捉されたがやや連続性に乏しい.類似の鉱床は

Bidahの東南約50しmのShwas地域でも発見された.

写真⑪Jad皿ah鉱床左手の丘の上に突出して露出しているのがgossanの一

部である.1972年12月藤井敬三団員によって発見された

写真⑫Jadmahにおける試錐作業局部的には

9%を越す銅鉱床か捕捉された�
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策3表ジュラ

自亜紀

の右次号の化学組成

時代�地層名�試料教�Inso1.�CaO�MgO�Fe208�A120冒�P205�C02�Tota1

白�A工uma�24�O.71�54.60�O.57�O.09�O,05�O.013�43.48�99.51

亜�Buwaib�3�6.08�50.80�O.56�1.41�O.37�O.03里�40.49�99.74

紀�Su1aiy�9�3.45�48.28�4.07�O.33�O.23�O.025�42.71�99.60

ジ�Arab�7�2､左7�53.54�O.64�0.23�O.18�O.032�42.71�99.80

ユ����������

ラ�Jubai1a�15�1.75�53.65�O.87�O.19�O.11�O.021�43.05�99.64

紀�H…mifa�2�22.25�41.18�O.43�ユ.55�1.16�O.13$�32.83�99.53

調査:奥海靖分析:加藤甲壬

Jadmah鉱床がそれで第6次日本調査団の藤井敬三技

官によって発見されその後筆者等の手で精査･試錐探

鉱を行ない.局部的にはCu:9労を越す層状含銅硫

化鉄鉱床の存在が明らかにされた.これについては

別の機会に詳しく述べる予定である(写真1112).

この他サウジアラビア南端のWassat,9atan両鉱

床も同様な層状硫化鉄鉱床として知られている.し

かしここでは銅品位はきわめて低くむしろ部分的に

1%前後のNiを含むことで注目されている.

このように大部分の鉱床は見掛上母岩と調和的に

賦存する層準規制型と思われるものであり鉱石もキｰ

スラｰガｰあるいはは黒鉱類似の組成のものが多い.

ただその多くは連続性に乏しく規模も余り大きなも

のではない.

その他例外的なものとして第三紀層の中の石灰岩

中に網目状に賦存する鉛･亜鉛鉱床の存在が知られてい

る.Jaba1Dhay1anがそれで現在までに報告されて

いる品位はいうに足りたいが対岸のエジプトにある

UmGheigh鉱床(Pb:9.67%Zn:23.7%)と類似の

ミシシッピｰバレｰ型の鉱床ということで注目されて

いる.

(3)鉄鉱床

紅海沿岸地帯の北部Sawawinを中心とする一帯に

赤鉄鉱･ジャスピライトからなる縞状鉄鉱床の分布が知

られている･この地域の鉱床については多くの人々に

よる調査がなされたがとくに1965年～66年に第2次目

本調査団によって5,000分の1の地質図が完成されそ

の詳しい産状が明らかにされた.それによると鉱床は

上部プレカンブリア紀層の一つであるSi･asia層灘(主

として頁岩･アノレコｰズ砂岩等の砕屑岩からなる)中に

胚胎し榴曲により複雑な産状を呈する.鉱量は約3

億トンと報告されているが品位は40～50%(Fe)のも

のカミ大部分でかつ非常に細粒であるため鉱石処理上の

問題が多いという.また採掘に当って剥土すべき部分

が多くこれも開発上1つの難点となっている.

このほかジェッダの東40kmにあるFatima鉱床は

漸新世のShumaysi層灘中の柄状赤鉄鉱層で品位は

45%前後鉱量は約2,OOO万トンと報告されている.

2.3非金属鉱物資源

金属鉱床カミ大部分プレカンブリア紀の楯状地のなかに

賦存しているのと対照的に非金属鉱床はそのかなりの

部分が古生代から第三紀･第四紀の堆積岩類のなかに胚

胎している.そして規模･質の点でも決して無規で

きない鉱床カミ数多く存在する,ただしこの種工業原

料鉱物資源の場合その開発は産業の発達程度によって

大きく左右される､サウジアラビアでのやや近^的な

二1二場といえば製漁所セメントガラス石膏ボｰド

などがあげられる位でありこの工業的基礎の貧弱さが

(1)石灰石･ドロマイト

とくに規模の大きなものはジュラ～白亜紀の地層の

写真亀リヤｰド南東の石膏工場�
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なかに賦存している.やや砂質のものから珪質のもの

など若干質の変化はあるカミ何れも台地状をなして水一

1平に賦存することが多く採掘条件はきわめて良い.

第5次目本調査団では非金属鉱床の調査を重点テｰマの

!つとして取り上げリヤｰド周辺の中生層について

広汎なサンプリングと分析を行なった.第3表にその

一部を示す.これから見て明らかたようにJubai1a,

ArabおよびAr{maの各層群(第1表参照)は主と

してCaO:53%以上の石灰岩から狂りセメント原料な

どとして十分使用可能である.現在もリヤｰドのセメ

ント工場ではJubai1a層灘の石灰石を原料として40,000

トン/月程度使用している.なおジェッダのセメント

工場では珊瑚礁石灰岩を使用しておりやや製品の質

は劣るとのことである.

(2)石欝

紅海沿岸の中新統には石膏･硬石膏からたる蒸発残

留成の鉱床が各所に賦存している.またジュラ紀の

Hith層灘は厚さ80mにも及ぶ硬石膏層から次り現在

採掘されている.石膏は装飾用ボｰドとしてかなり

広く利用されており数少ない産業の1つとなっている.

(3)大理石

紅海沿岸沿いに多くの大理石採掘場があり建材と

して広く使用されている.鉱床は何れもプレカンブリ

ア紀の石灰岩･ドロマイトカミ結晶化したものである.

かなり美麗なものもあり今後サイズその他の規格さえ

合えば十分輸出にたえ得るようになろう.

(4)マグネサイト

プレカンブリア紀層のなかに2つのマグネサイト鉱床

��

㌰

㈰

�

銭譲

鍵聾

簸

ArumaオI`尿若畑

｣二部層

l11部属

囮鰍燃

目H維

E=i砂質粘土

匡ヨ粘土質細僅

砂石

函砂岩(一部に

断帰が発進す

醐鉄鉱層る〕

霞ヨ石灰片(舳固

に當む)

國細礫岩

第2図

下KhashimRadiに

おけるWasia層の

総合柱状図.

が知られている.ZarghatとJaba1Rukhamがそれ

で(第1図)いずれもMgO:45%前後鉱量も数

100万トンと見積られている.成因的には石灰岩･

ドロマイトが熱水変質を受けて生成したとされている.

(5)燐鉱

ヨノレダンとの国境に近い北部に燐鉱床の存在が知られ

ておりとくにTurayf地区の鉱床は選鉱試験の結果

もよく開発が期待されている.主として白亜紀最上

部のAruma層群中に層状をだして賦存し土状燐灰岩

を主成分とする.P･O･%は16～23%と低いが仮焼･

浮選等の処理によって37%まで品位をあげることに成功

写真⑭リヤｰr北東にあるセメント用粘土の採掘跡この粘土も

Kha』himR舳iのカオリンと同じWasia層中に賦存してい

る

写真⑮KhashimRadi(リヤｰド南東150km)のカオリン粘土鉱床

丘の中腹にあるやや黒ずんだ平担面はWasia層中部の鉄鉱層

と石灰岩薄層の層準に当る､カオリン粘土はこの平垣面の

上位と下位に賦存する.右側の平坦面の頂部左側の盛り

上っ淀山の項部はAru皿a石灰岩層�
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策4表KkashimRadiカオリン粘土の化学組成

上部Wasia層���下部Wasia層�

�白色粘土�白色粘土��

��(やや砂質)�砂質灰色粘土�砂質灰色粘土

卩���������㌴��㈶

����������㈮〳

A』03�36.92�29.72�20.36�22.31

䙥㈰�����������

䙥伉����������

�伉����������

�伉�〵�������　

�〉����������

�㈰��㌉㈮㈵����〴

K20�O.02�01ユ4�O.38�O.46

���㈮��㈮������

H20一�1.30�1.76�3.74�2.54

������������

�����㌉��〴������

(分析:加藤甲壬)

しており今後の工業化試験の結果が期待されている.

なおTu工ayf鉱床は鉱量60億トンと評価されている.

(6)岩塩

最南端の代表都市Ji･an付近に大規模な岩塩鉱床の存

在が知られており一部は自家用に供されている.品

位は95%と言われるカミ詳細については不明である.第

三紀層中の典型的な蒸発残留成鉱床で今後期待される

資源の1つである.

(フ)カオリン粘土

楯状地を帯状にとりまく中生層･中部白亜系のWasia

層中にかなり良質のカオリン粘土の存在がリヤｰド

東南方のKhashimRadiにおいて知られている.これ

は筆者等によって詳しく調査されたもので別の機会に

産状･組成などの詳細について報告したいと考えている.

主要な粘土層は上部の白色カオリン粘土層(2～8m)

と下蔀の砂質粘土層(10m±)の2つでとくに前者は

耐火度SK35以上の高アノレミナ質のものである(第2

図).ただ粘土層の大部分は厚さ5～20mのAruma

石灰岩層によって被覆されており採掘法に若干問題が

ある.また地表近くでは2次的た石膏をしばしば伴っ

ており石膏の晶出がどの程度の深部までおよんでいる

かが開発に当って重要な問題点となろう.第4表に代

表的試料(未処理)の化学分析結果を示す.

(8)ラテライト

アラビア半島は世界でも代表的な乾燥地帯に属し大

規模なボｰキサイト鉱床などの賦存は期待できないが

南部のA･Sa･at山にラテライトが賦存することが知ら

れている.これは台地状玄蔵岩に覆われた始新世の岩

層の最上部付近に賦存している.当時の激しい風化に

よって生じた現地残留成の鉱床で一部に褐鉄鉱や粘土

が再堆積した層状のものもある.分析の結果によれば

A1.O｡:12～20%Fe.O｡:2～10%程度のものが大部分

で鉄またはアノレミニュｰム資源としては品位不足であ

一る.このほか一部に明ばん石が賦存することカ漁られ

ておりアルミニュｰムおよびカリ資源としての可能性

の有無が注目されている.

(9)その他

以上述べたほかに螢石ペリノレカイヤナイトなど

の産地カミ知られているカミ現在採掘されているものは皆

無である.石材についてはか在り多種類のものが産出

しとくに花陶岩類に良質のものカミある.今後市場

調査と平行して開発が進むことが期待される.またオ

ノレドビス紀層白亜紀層に良質の珪砂の賦存が確認され

ている.

写真⑯KhashimRadiにて粘土層の延長を追ってトレンチを掘る

ブルドｰザｰ

写真⑰リヤｰド南東のオアシス都市ノ･ルジのなつめ椰子の並木路にて

筆者この時は真冬のことでヤッケを着用している�
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これまでに述べたことからもこの国の鉱産資源の開

発カミまだその緒についたばかりであることは理解できよ

う.次号では引き続きサウジアラビアでの鉱物資源

探査がどのように進められているかまた今後どのよう

た方向に重点をおいて進められるかという点について紹

介する予定である.(筆者は鉱床部)
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地学と切手

第8回

世界宿泊会議

倮�

世界石油会議

第8回は前回メキシコにおけるのに引き継いで

1971年6月13目～19目モスクワにおいて行泣われた.

参加者は世界71カ国から約5,600人目本からは約200人

でありその職種別内わけは地質学者と地球物理学者

19.8%生産技術者23.2%精製および石油化学部門に

従事する者36.8%工業技術者5.7劣経済学者･統計

専門家･経営者8.0%その他6.5劣である.

世界石油会議はr人類福祉のための石油｣をスロｰ

ガンとして石油の探査から利用に至るまでのあらゆる

側面について科学的検討を加えるために4年に1度

開かれる会議である.

13目の開会式はクレムリン大宮殿においてコスイ

ギン首相のメッセｰジが代読され14目からは会場をロ

シアホテルに移して学術発表が行なわれた.その後の

学術発表および討論は3つに分けられた.

第1はレビュｰぺ一バｰで概括的な報告15編である.

主催国ソ連は特別な待遇で次の3編が割りあてられた.

石油業相シャｰシン:ソ連の石油産業

石油精製･石油化学工業相フェドロフ1ソ連の精製と石油工業

における技術的進歩

地質相セメンヒッチ･石油工業相:ソ連の新石油ガス地域とそ

の探査

第2はパネル討議であって25の部門に140の論文カミ

提出発表された.メキシコ大会の時は42部門にきわめ

て多数の論文が提出されたが今回は内容を精選する主

旨で厳重に制限された.日本からの論文提出は10編で

あるがアメリカ43フランス17一イギリス15ソ連13

酉ドイツ11オランダ10カナダ7が主だった国である.

第3として最近の重要な事項についての特別報告10編

カミ提出された.これは4年に1度開かれると準備に長

時間かかるため最近の問題に触れられたい欠点を補う

ためである.

以上を通じて日本からは座長カミ2人副座長カミ1人選

出されている.

会議後の見学旅行は15コｰスにわたって行なわれた.

常任理事会では次回の1975年大会を東京において開催

することが承認されるとともに会長はアメリカ副会

長はソ連フランスベネズエライギリスから選ば

れた.前副会長の藤岡信吾氏は｢次回の開催国に対し

てあらゆる栄誉が与えられるので副会長の立候補は辞

退する｣の習贋に従った.

6,000人にも上る参加者を収容して開催できる都市は

世界でも数少ないことだろう.それにもまして言語習

慣の枠を乗り越えて円滑な意志疎通を進めることは至難

の業である.ソ連における今回の大会でも主催者側

の最大の善意は認められるにしても日本流にかゆい所

に手カミとどく運営には至らなかったきらいがなきにしも

あらずだったらしい.石油問題が曲り角にきている今

目目本側関係者の進めている努力に敬意を払うととも

に第9回東京大会が一層実り多いことを願うものであ

る･切手は1971年6月9目発行された.__｣�


